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これまでの高度成長に対Lて,低成上妄への移行に伴い社会的二rズの変

化がみられる｡それは,システム開発の中でも,石油危機を契機とする省

資源,省エネルギーを基調とするシステム パフオーマンスの効率化及び

経済件の追求である｡更に,コンピュータ輸入の完全臼由化の年を迎え,

国際競争力を備えることが強く要求されている｡これに対して,昭和50年

度に開発した,実1祭の記憶容量に対し大きな言山:荘空間を利用できる似剋ほ己

伯を使用Lた新機種Mシリーズ､制御用コンビュー¶タHIDIC80システム,

ミニ コンビュMタHITAC 20システムなどの新機種を中心に多くの実川シ

ステムが開発,計出されている｡

情報処理の分野では,オンライン システム化に備えてこれを支托する大

規模データ ベース向けソフトウェアADM及び川中規相川のPDMがそれ

ぞれ開発され,稼動している｡また､通信r叫練などで結ばれるコンビュー1

タ ネットワーークの開発により,端末起垂ゎによる大規模なファイル処J埋が可

能となり,システム全体の効率向上が図られている｡また,十‾.絹枝処押上の

摸ご≠システムとして,漢字ビデオ端末ノ女びフ了一イルの蓄栢や検索時のキーー

ワード畑山‾方∫℃などの開発がある｡

エネルギー･環境の分野では,束京都水道斤古に納入した浄水場r別御方式

及び部古妊｢日下水道Jdに納入Lた新築中監視制御システムなどがあり,_l一二

下水道設備,ダム デーート制御に制御用計算機HIDICが導人され,設備シス

テムの省ブJ化,7nロセス処増の効率化が行なわれている｡また,環枯行政

に対処して,1愛知県,穴樺県にi欠いで大阪1い二納入された環]境汚染解析シ

ステムや日_立造船株土℃会社との共同開発による燃焼牛馴牛,流動特件の時間

変動に通ゎ仁した都巾韓芥焼却プロセス制御方式など,新Lい計測制御シス

テムの開発を行なった｡

生産の分野では,製鉄プロセスの中で,製鉄⊥程,自動逆転及び利用効率

のIごり上を目的とした製鉄原料管理計算制御システム,パターン認識を朋い

たトランジスタ全自動組+工機,工場電気案内の相TJ二制御F妃線及び工事費･

工程の短縮を閉った電動力ん‾b用システムなど一一連の技術開発を行なった｡

交通･物流の分野では,これまでの同鉄庵鰭了約システムの多様化に伴

い,団体旅客のサービス拡貼が行なわれ,また,交通需要の増大に対処L

て,従次の｢みどりの窓口+システムにi-Ifすiを編集してr出力する吉声応答装

置を利用Lた,電話による座席予約サービスが開始された｡また,札幌11了

交通局には,これまでの自動運転システムに対して対列車･1･.絹艮伝送,売上

げデータ自動収集システムなどの全｢白了的機能拡脱が行なわれた｡その他,

広ゴ或道路交通管制の棟作件のIFT]上,また,相鉄･大井コンテナー･ターミ

ナル建設に当たって,システムグ)最適化をⅠぎJるシステム計上由j托法が打い#さ

れている｡
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ー情幸艮処王里
A DMを使用したオンライン

テデータ ーミース システムとその

応用

二殴近,コンピュータの利用形態の主

i充は,オンライン データ ベース シス

テムが占めつつある｡

この動向に答えるため,大規模オン

ライン データ ベース向けのソフトウェ

アADM(Adaptable DataManager)が

開発されている｡ADMの特長を二大に記

す｡

(1)ロジカル インタフェMスの実現に

よって,トー一夕ル システムへの業務拡

収量が容易である｡

(2)高級言語PL/Ⅰ,COBOLをオン

ラインで使用することが可能である()

(3)非同期処理の概念の導入により,

各装置間の能力バランスを適正に保つ

ことが可能になっている｡

一方,その人規模な複雑性のために,

ニれを適用するシステムの性能予測や

システムの目的に対し,最適なシステ

ム構成を決定することは谷易ではない｡

このような事情を考慮して,ADM

の開発と併行して,ADM応用システ

ムの性能予測用シミュレータASSESS

(ADM System Simulation and Eva-

luation Support System),ディスク

へのファイルの適正配置を?央左するた

めの遂次統合法プログラム(これは,時

系列的なファイル アクセス推移に着日

したアルゴリズムによって作成された)

などを開発した｡



図l 損害保険データ ベース構造概念図

図2 新日本製毒戴株式会社システム概念区l
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ADM及びその利用技術を十う}に駆使

Lて開発した応用システムの一例に損

害保険システムがある(図1)｡)

この応用システムは才員吉保険業務に

おいて,

(1)内部事務の抜本的改革

(2)オンライン データ ベースを利Hj

した新しい商品システムの開発｡

(3)経営管理の高度化と営業の推進

を巨王自勺とした統で㌢オンライン データ

ベース システムへと発展していく もの

であり,現在は初期段口皆とLて自動車

保険契約に関するオンライン照会シス

テムが稼動している｡次のf那皆として,

デ”タ エントリ,顧客･営業情報シス

テムへの拡張が計1申されており,これ

に＼対LてADMの特徴が十分に活用され

ることが期待される｡
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匡13 日立建機株式会社ミニ コン

ピュータ ネットワーク例

PDM中規模データ システムと

その応用

データ ベース システムPDM(Pra-

cticalData Manager)は,情報システ

ムの統合化及び効率的管理運用を具体

化する≡哩念と技法を提供している｡≡哩

研ピストンリング工業株式会社では,

全社規模のトータル システムの位置づ

けのrr】で,まず販売管理システムをPDM

により実現した｡本システムの導入によ

り,システムの変化成長に伴う柔軟性

のイ米持とシステム処手堅効率の向上を可冶巳

とした｡日立‾製作所では,PDMのデー

タ ベース機能やオンライン機能を利用

して,′受注から出荷に至る/上梓管理情

報の統合･化を実現し,管増効率の向上,

業務機能聞及び組織隅眉間の情報サー

ビスを可能とした｡

このようなデータ/ヾ【ス システムの

建設には,デM夕 べース ソフトウェ

ア機能:ばかりでなく,システムの設計

と道川における技術的及び管理的な問題

が特に重要である｡PDMには,データ

ベース実現にイ半う設計技法及び運用管理

技法として,惟能評価手法(PEAL:

PDM Performance EstiInation and

Admistration Library)データベース

連用管理支援システム(ANNALS:An

Analyzing Nucleus for the Admini-

strator to Lead Sophisticated Data

Base)を提供している｡単にデータ ベ

ース バッケ【ジの提供にとどまること

なく,このような設計技法,道川枝法

などの利パー‖支術に関連するノウハウも

合わせて提供することにより,PDM(乃

利用は飛王曜的に伸びている｡既に25シ

ステムが稼動し､開発中のシステムは

20を超えている｡

コンピュータ間喜捨合とネット

ワークの開発

コンピュータ間を通信回線などで結

合し,データの流通を【』リ,ネットワー

クとしての機能を発揮するシステムが

急増している｡日立製作所は,昭和49

年に証券+J場情報システムや,地士或分

散を折り込んだ銀行オンライン システ

ムの建設を才l-t当し,そのネットワ∽ク

的機能を実現した｡また､新｢1本堂法事或

株式会社では,本社のコンビュMタを

各製ま哉所の既設のコンピュータ システ

ム問と接続し,本社を中心とする星形

構成の総合コンピュータ ネットワーク

システム(図2)が,完成間近である｡

である｡

本システムによ り,本社より伝送さ

れる作文データにより各製毒就所の作業

計画が作成され,-･方,製織所よりデⅥ

タが本社に伝送され,請求業務まで一
一

･辿のデータ処理を実現している｡また

製紙所間のデータ流通が増大しており,

これらのデータは本社経由でi充通され

る｡

また,ミニ コンピュータによるネッ

トワークの開発も多い｡)まず,ミニ コ

ンピュータを中継コンピュータとして使

用した例に,日本キャシュサービス株式

会社(以‾F,NCSと略す)のシステムで,

各銀行の預金システムをつなぎ込む方式

が挙げられる｡これは,HITACを使用

している銀行の預金システムをHITAC

lOIIによI),インタフェースをNCSの

シ･ステムに合わせて接続するもので,

NCSに加盟する銀行のうち10銀行がこ

の方式によっている｡次にミニ コンピ

ュータを主体とした例としては,日立

建機株J℃会社のシステム(図3)が挙げ

られる｡これは,全国各地に散在する

営業所,サービス工場のうち,16個所

を公衆電話凶線により接続可能にして,

営業･サービス情報の流通を行なう分

散形のミニ コンピュータ ネットワー
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図4 HlTAC10ⅠⅠ電話回線利用全国オンラインシステムの概念図

HITAClOII

センタシステム

電話交換網

川TAClO口

端末システム

一義姦
注:M/T=磁気テープ装置

DISK二磁気ディスク装置

DTY=データタイプライタ

M-L]T=電話用多重回線接続装置

M=モ デ ム

CATEJNCU=CA形電話用網制御装置

MANCU‾‾MA形電話用網制御装置

S-+UT‾一電話用回線接続装置

Sノ′′P=シリアル プリンタ

CM/′T=カセット磁気テー70装置

CNSニコンソールボックス

ク システムである‥

な才i,これノブネットワーク構成のため

の要素技術は多くあるが,制御朋コン

ピュータ,端末の接続に適したデータ

フリ旧ウェイ方式(2M bps)ノ女びミニ

コンピュータ端末機などの接続に好適

なデータ ストリーム万上い50K bps)が,

それぞれ能率の良し､高速伝送通イ言制御

方J℃として構内専用に開発されている｡

HITAC ‖)ⅠⅠ電書舌回線利用

全匡】オンライン システム

広域に設置する端末からのデータを

中央で集中管理するシステムでは,多

様な業務処理とターン アラウンド タイ

ムの短縮から端末にデータ処f里及び回

線サポートの両機能が要求される｡本

システム(図4)は全国16個所の端末を

中央と公衆電話回線で結び,バッチ処

]哩とデータ集配信を同時に処理するも

ので,端末の高度な処理機能と回線サ

ポート機能は,端末にHITAClOIIを

組み込むことで実現Lている｡特長と

して,(1)1,200bpsの電話担J線の使用で

経済的な伝送ができる｡(2)端末は自由

な周辺機器を一選べ,メモリの増設とfナ

わせ来秋な機能をもてる｡(3)中央を上

位機と接続して問合せなど実時間処理

も可能である｡本システムは全国的な

規模でデータ集中管理を行なった初め

てのもので,今後の発展が期待される｡
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癖 ⑳
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端末システム

鬱済

磯静

i実字システム

仙幸艮処理システムの船人ととい二,

をシステムに載せよう という乞(連

が高ま/ノてし､る一 帖糀処理に漢字が･扱

えると情報の流しみ収りやすさか柄f貨に

向_卜するので,二極ノ片,i涜ふ取り越さの

面で人きな効果が期待できる｢.

今回特許けは,特許情報の検索,照

会システムの撰二‡二化を阿り,本格的な

漢ナi･:オンライン システムをう二導入するこ

とになり,臼_､土工集注作一軒はこの-･環とし

炒r
ツル′

図5 漢字システム(特許庁納め漢字端末装置)

て漢字ビデオ端末(図5)15fiを′乏i主し

た.二､

この漢字ビデオ端末の三拝士壬を二大に.言亡

す｡

(1)取扱い文字椎類が,4,000～12,000

梓と琵t吉であるt〕

(2)‾文字の大きさが2桂根あり,痢｢如

効率が良い｡

(3)50行/分の漢Lナ:プリンタが接続‾叶能

である｡

(4)マルチ巧■壬で人規模システムを構成

L】丁能である｡



図6 キー ワード自動抽出システムの処理方式

入力

キーワードの自動抽出

キーワード自動‡由出システムの

開発

電†一計算機を利用した情報検索シス

テムにおいては情報蓄積作業の軽子成と

いうことが,極めて重要である⊂ 本シ

ステムは情報の苔桔及び検索咋のイン

デ･ノクスであるキMワ【ドの〔1劾付与

を1竜一千計算機を利用Lて行なうもので

ある｡情報内容は片仙名う葺きのFl本語

文で蓄積されている｡二の文しfりこおけ

るキmワード及びその顆似.浩の出現傾

け丁】には特徴がある｡本システムの処f里

方式(図6参照)は,二の特徴を利柑し

ている()このことによ り,キーワ【卜

辞書探索の処J理相性及び処+哩適性の向

卜を図ることができた｡本システムの

開発の結果,従来のノし辛ノブJじとJ七べて,

作業時間の知縮ができたし†その内訳は,

人手による校.汁二作業を含めて,専門的

な訓練を要するキr-ワーー｢ド付加作業は

ほぼメイ以下に､全作業はユイ以下にする

ことができた｡二の結果として,情報

蓄椅イ乍業の分業化を行なうことにより,

単位時日-り当たりシナ情報処作詩が一咋ウ人し

た｡

外国為替相場一斉告矢口システム

本システムは,銀行業務の中で迅速

且つ正確な情報伝達を必要とする外国

為替木‖場の全回各支ノ方に対する- 一斉連

絡用としてイ即日されるもので,日本電

イ言電話公社の巾外･市内専用線を使用

出力

システムの保守運用

だこ≦"ハこ

蔓きぷ預､き

つ㌻

姦妻妾

′

2 旦

う ブ ヨ

等1ち 号11

図7 外国為替相場一斉告知システム

して全円的な綱を構成した新しいタイ

プのシステム(図7)で,株式会社∴井

銀行,株式会社東海銀行でそれぞれ50

年11月及び12J]に閑地した｡

本部には指令台1子音と適‾i講台が数子i,

各支店(全回約100店)には端末機器が設

備されており,従来の個別の電i講連絡

やオンラインによる伝う圭に比べて,

(1)スピードが速い｡(2)市場閉鎖時など,

為替相場の変動などに対応できる｡(3)先

王物木‖場の気配や変更も即時に送れる｡

(4)生きた情報を営業店に一元すことによ

り顧客サービスの強化が図れる｡(5)そ

の他の情報でも本部からの徹底が図れ

さ～. 事′.書

るし-〕(6)端末からの問でナせもできる｡〕

などのメリ ットがあり,ますますニー

ズが高士るものと期待される｡〕

エネノレギー･環境
ダム,河口f匡のゲート制御シス

テム

環】竜ヤさイ臥水需要の台､岬,及び水子さ

順の枯子乾から,公溢事業として多目的

ダム,河しj]瀬の建設が進められている‥

近勺こ,中 一ダムり惇)から水系仝城の†ム

区18 ;充出予測計算結果の例
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蓄積情報

二二て

図9 汚泥処理用シーケンス制御装置

■晦切

攣鞄

城監視制御,高水管理(治水)から低水

管理(利水)へとニーズが遷移する趨勢

にあり,ゲート制御システムも制御･

情報処理が高度化･複雉化し,ますま

す高信頼,高能率の制御用電子計算機

が導入されるようになってきた｡

日立ゲート制御システム(DAMRIC)

の特長はi欠のとおりである｡

(1)多数の納入実績に基づくゲート制

御の実際的なノウハウ,及び計算機制

御の技法を提供できる｡

(2)装置故障,プロセス異常,誤操作

などに対してソフト,ハードの両面で

二重,三重のフエールセ【フ対策を施

Lている｡

(3)実績と汎用性のある独自の流出予

測計算(図8)など,各種数式モデル,

シミュレータを実用化している｡

浄水場及び下水処理場の制御シ

ステム

日立製作所は,より良い生活環境を

得たいという要望に応じて,上水道設

備,下水処理設備に新たな制御方式を

実用するに至った｡以下,その代表例と

して東京都水道局三園浄水場のサイリ

スタ クレーマ設備,名古屋市下水道局

宝神処理場の新集中監視制御システム

及び今回開発した下水処理場における

水質制御システムについて述べる｡

東京都水道局北部浄水場の送水ポン

プは,1,900kW2台,1,450kW3台の

サイリスタ モータによるクレーマ制御
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方式を採用したものである｡これは,

クレーマ制御方式における直i充電動機

の代わりにサイリスタ モータを用い,

誘フ尊電動機の二次回路の電力をサイリ

スタ インバータによって可変周波数電

源に変換し,サイリスタ モータに加え

るものである｡この方式の特長を次に

記す｡

(1)･一一相あるいは三和の瞬時停電,短

時間の電源電圧降下のじょう乱を受け

ても,駆動系にトラブルが起こらない｡

(2)水撃が起きようとすることに村し,

駆動系が抑制しようとする働きがセル

ビウス制御方式よりも大きい｡

(3)回転数の可変により,エネルギー

の浪費を避ける｡

名古屋市下水道局宝神下水処理場は,

処理人口56万人の汚～尼を処理する大規

模なもので,中枢となる脱水機には脱

水効率の高い横形加圧式が採用されて

いる｡ここに汚泥処理用集中監視シス

テムを納入した｡

(1)濃縮,薬品注入,脱水及び焼却の

すべてにPLC(HISEC)5台,フリー

ログ20≠iによるシーケンスの完全自動

化を図った(図9)｡

(2)従来のグラフィック盤の簡素化を

図り,HIDIC 350と高密度形カラーデ

ィスプレイ装置(H7836形CRT)による

監視システムを採用している｡複雑な

処理工程も容易に把握できるマン マシ

ン コ ミュニケーショ ンとした｡

下水処理場では,ばっ気槽の溶存酸

素(DO),汚泥濃度(MLSS),汚泥

日令が放i充水質に強い影響をもつ｡こ

ト
レ
ン
ド
予
測

適

応

予

測

クタ

各種パラーメータ

Yプロッタ

CRT

‾‾1
1

l

__J

警 報

注意報

警報解除

注二CRT=Cathode Ray T]be

観測データ

れらの水質パラメータの直接ディジタ

ル制御(DDC)により水質の向上を図

る水質制御システムを開発した｡これ

は,1台のマイクロ コンピュータで三

つの水質パラメータの制御と弁開度の

DDCを行なうもので,それぞれフィ

ードバック音別御を基本とし,フィード･

フォワード制御機能や非線形補償機能

により性能の向上を図っている｡実験

の結果,DO制御については,流量が

100%変化してもDOの変化を過渡応

答±0.5ppm以内,最終±0.2ppm以内

に抑えることができ､また風量を大幅

に減少できた｡MLS S,汚泥日令に

つし､てもその効果を確認できた｡

都市塵芥焼却炉計算機制御シス

テムの開発

実プラントの操業データに基づいて,

都市塵芥焼却処理システムの重要なサ

ブ システムである焼却プロセスの自動

制御方式を日立造船株式会社と共同で

開発した｡

都市塵芥用焼却炉の制御技術上の問

題点は,焼却物の燃焼特性(塵芥中の

水分,可燃分,灰分の割合及び発熱量)

と,流動特性(摩擦係数,比重及び凝集

性)が時間とともに急速に変動すること

である｡このため,均質燃料を使用す

る従来のボイラ制御技術によって塵芥

焼却炉を自動運転することは不可能で

あr),これまでは,熟練した運転員が

炉内の燃焼状態を肉眼でのぞきながら,



上位電子計算機

代
遠隔端末モアこなど
1

ST

データフリーウェイ(DFW)2M bLt/s データフリーウェイ(DFW)2M bit/s
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L/戸=Line Prjnter
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KSR=Key Send Reoieve
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拗と経験により子動運一転してきた｡

近平にテ至って,省エネルギー時代に

即した安定燃焼による塵芥,エネルギー

の有効利用,末燃物の最小化,運転員

の労ブJ軽i成のため自動化への強い要請

が生じていた｡

本研プ己は,このような非線形イこ確定

プロセスに対して適J心機能をもつ非線

形制御技術を導入することにより,計

算機利子卸を実現したもので,炉内の塵

芥の流れの乱れを防l卜する制御,燃焼

速度の′変化に対して燃焼位置を 一定に

イ米つ制御,炉内の塵芥量の変化に対し

て燃焼空気量を適切に配分する制御な

どから構成されている｡本制御方式_L,

特に塵芥の流れの占Lれと炉内の燃焼二状

態をとらえるために,新しい戸汁測方式

をl凋発Lている｡

開発した制御方式は,稼動中のi盲揃

+二場にHIDIC150を搬入して実地試験

を行ない,燃焼†温度を安定に保持した

長期間連続運転に成功し,その有効性

を確認Lた｡

環境情幸艮システム

環境汚染の広域化･複雑化を反映し

て,総量規制･環境アセスメントなど

が重要視されてきたのに伴い,それに

必要な情報システムのプ導入が図られつつ

ある｡日立製作所は愛知県,兵庫県への

納人に次いで,昭和50年には人阪市に

HITAC8250より構成される環境汚染

解析システムを納入した｡今後市の環

境行政,研究に威力を発揮することか

期待される｡

また,光化学スモッグの被害の深刻

化とともに,その予測が環境行政上の

一つの課題となっているが,このたび
ニ

コンピュータでも連用‾叶能な光化

学スモッグ予測方式(図10)を開発した｡

スモッグの発生が気山三配置など広域気

象の日変化に影響される点に着日し,

あらかじめ気象･環境の蓄積デ∬タ

を大形電子計算機で解析処理して得

たその地域特有のパラメータをミニ コ

ンピュータ内のモデルに設定するこ

とにより,オンライン観測データを入

力として光化学スモッグの発生が予j則

できる｡

生 産

製鉄原料総合管理計算機制御シ

ステム

製鉄プロセスにおいて鉱オ了の荷揚げ

から事前処理を経て高炉へ原料を供給

する工程が製鉄煉料処理プロセスであ

るが,ニのプロセスは原料ヤードを中

心に多数の撹料受入れ,払出設備,破

砕,ブレンディング,ふるい,中継槽,

貯鉱槽及びこれら設備間の原料輸送を

行なうベルト コンベヤ ネットワーク

から構成され,製鉄所の広大なエリヤ

に配置されている｡

本計算機制御システムは,製鉄煉料処

理プロセスの諸作業を統括し一元的に

管羊里するものであり,その主な機能は,

図It 製鉄原料総

合管理計算ヰ幾制御

システム

(1)オンラインリアルタイムでの原料

輸送スケジュールの作成

(2)原料輸送設備の自動運転,又はオ

ペレ【ショ ン ガイド

(3)ヤード マッフロの管三哩と中継糟,貯

鉱槽の在J専管理

(4)各種報告書,帳麦類の自動作成

(5)製鉄工程のホス

他計算機リンケⅥジ

(6)CRT(Cathode

心とし充実したマン

ケ∽ン/ヨ ン

(7)設備ごとの故障,

ト計算機としての

Ray Tube)を中

マシン コ ミュニ

帽理,保守,様

動率管芦巨

などである｡これらの機能により,

我が国の特殊条件としての原料鉱石の

全量輸入,多品種蝶料使用,原料ヤー

ド面積の広さ,公害規制などを配慮し

て,高品質の原料を高炉へ供給してい

る｡本システムにより,(1)製鉄工程に

おける情報の一一元管f里,(2)原料処理の

管理水準の向上,(3)自動運転,帳麦類

作成の自動化などによる省力化,(4)設

備の利用効率の向上

などを実現するものである｡

本システムのハ∽ドゥェア構成例を

図tlに示す｡

′ヾターン認識を用いたトランジ

スタの全自動組立てシステムの

開発

パタ∽ン認識によってトランジスタ

の位置を自動的に検出し組み立てるシ
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図12 トランジスタ全自動組立機

て表嚢′…ノ､頑粧璽…警ミ露姦､こき要撃毒㌻表

ステムが完成し,自社工場で稼動に入

った(図12)｡これは,従来自動化上げ

の難関であった顕微鏡下での,ち密な

組立作業を完全自動化したものである｡

本システムは,最大50子iの組二､工機を

1子丁の電十計算機HIDIC150で群制御

するものであり,イ立置のノ険山は,各組

_､t機に搭載したテレビ
カメラと裡数

汽の視覚情報処理装置及び電イ･計算機

プログラムにより行なわれる｡認識速

度としては平均0.2秒,認識率99.9%

を達成している｡組立ては,マイクロ

サーボ機構に搭載されたボンディ ング

機構によって､キャピラりを精常位置

データ

帳 表

問合せ/

データ登毒蓑

指示/

データ収集

■-

区I13 HPPの構成図
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義

i央めし,金線の熱』着によって行なわ

れるて)

本システムに抹用した認識手法は,

対象の占ほβ∴次元パターンの探索を一鵜

本としたもので,広い応用が期待される｡

加エ･組立製造業向け生産･情報

管理システム(HPP)の開発

生産計画から部品･材料の購買管理

までを含めたデータ ベース指向の総

合生産情報管理システム パ､ソケージ

(HPP)を開発した｡本システムの構

販売情報システム

I

財務システム

簡 易

ランゲージ◆◆

システム

lデータ

コ ミ ュニ

ケーション

lシステム

表璧璽漂‥…≡票､､′′､ち

‡⊆亨㌫乙乙違

ぷ､

羞､､､･､
茂美､､

成を図13に示す｡二れは,汁L用件とと

もに機能拡先女性をもち,システム設計,

プログラミング放びシステム運用･維

持に関するノウハウも備えている｡本

システムによって,コンピュータ化の

領域を拡人L企業の各層に有益なアウ

トプットを提供でき,柑に,システム

建設の省力化や期間知紡が期待できる｡

また,生産管理に必要な情報をデー

タ ベースに一一丁亡的に維持管理するの

で,データの精度向上やシステム運用

コストの低i成が‾叶能である｡

経営計画システム

‡

経営分析システム

経 営

情 報

システム



図151NTEC-R説明図

図14 MACCS-80の構成

MACCS-80

･恕虎■J浄笥′滋野

表㈹凄E
∠さ≦ふ1㌢題意嘗藁禦ずノー

注:MACCS-

1NTEC

INTEC S

INTEC-P

INTEC D

INTEC L

INTEC-R

80=Motor Applicat■On ControIComplex System

=Integrated Cont｢Orle｢

=S岬e｢Viso｢y

=Powe｢

=Device

=Li[kage

=Room

電動力応用新システム(MACC

S-80)

MACCS(Motor Application Con-

troIComplex Systemト80は,鉄鋼を

中心とした一 一舟迂産業の電動力応川分野

における新しいシステム構成の実⊥呪を

目指し,1980年代の制御技術を先取り

して開発を進めている総f㌢白くJ電動力Iぷ

川システムである｡本システムのねら

いとLては,エレクトロニクス化,ス

トアMド プログラム化を中心として,

ユ【サー一に安くて良い‾製品をり一く提供

することにあり,亡特に仁鳩車竹三,保苛:性,

二女全作など,時代の要請に過でナLたシ

ステム構J友を軸としている｡構成は図

14にホすように,従来の制御装;71三を指i

界;別御部分(INTEC-D),H-1力部分

(INTEC-P),望ごこ視部分(INTEC-S)

及びこれらの〕妾紙部分(INTEC-L)の

4レベルに類別してとらえ,各レベル

ごとに一貫した思想で構成されてい

る｡各レベルごとの∈別御装置の実≡呪に

は,最新のエレクトロニクス技術を駆

位し,小形集柿化された部品を用いて

ハードを構成するとともに,ソフトウ

エアとしてRAS(Reliability
Avail-

ability Serviceability)技術を各所に

注入して,ユーザーの要望に答えてい

る｡また,これらを個々の制御装‾置と

して製作するほかに,約20耐を単什に,

一一括して電気宅(INTEC-R)内に収納
L,工場で電気室内の不‖斥制御配線を

完了し,組合せ試験終了後,電気弓ミニ

とに一括ユーザーのもとに納人し,顧

兼l一足イ兄安直

℡
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琴貰

客側での電1t弓ミ省略,一晩地での配線作

業の省略を行ない,工事費の但こi成,工

程のて如7縦を周る【叫期的な総合滞り御装置

もある(図15)〈〉

交通･物…充

国鉄 団体予約システム マノレス

202の開発

円本匡摘‾鉄道の川休-jニ約業務は,昭

和44年に稼動したマルス201で処月号さ

れてきたが,最近のイ叫向である旅行臼

G形端末装置

操作卓

(ジャーナル他)

磁 気

テ】プ

×4台

タイプライタ

×約80台

】

ノ′十

一/し
E鎚

/

/
誕
二こ勉

内部接続用コネクタ

(b)】NTEC-Rの内部構成

リ

外部接続用コネクタ

的の多様化や旅行内容の紹雉化に応じ

た旅客サービスに対処するため,マル

ス202が開発された(図16)｡本システ

ムは,昭和50年5月にマルス201より

切r)替えられ,全国の旅行センターな

どに設置された端末装置約150台と接

続され,稼動を開始した｡

マルス202システムの特徴を以下に

示す｡

(1)バツケmジ旅行の取扱いもできる

よう機能を追加Lた｡

(2)料金･運賃計算機能を追加した｡

(3)フ7イルの蛮吏やJてり加lに対し柔軟

T形端末装置

CRTディスプレイ
ライン
プリンタ

｢--+
通信 制 御 装置

集団磁気ディ

スク制御装置

l

集団磁気ディスク装置
×3台

(列車ファイル,座席ファイル,旅客ファイル,パッケージ旅行ファイル)

区I16 マルス202システム概念匡1

カード読取磯

ラインプリンタ

磁気ドラム
制御装置

l

磁気ドラム装置

(端末ファイル)

×5台

×2台

×2台
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図l了 新幹線列車運転指令室

性をもたせた｡

(4)HITAC8450の採用により,信輔

竹三と能力の向上を図った｡

(5)新機能を取り扱うため,CRT

(Cathode Ray Tube)端末を開発し

た｡

鉄道業務総合システムの発展

交通需要の多様化に伴い,ますます

業務が複雑化する鉄道において,｡より

迅速な業務処理と省力化のために,近

年,コンピュータ,通信,電子の技術

を応用した鉄道業務総合システムの導

入が図られている(図け)｡

日立製作所はこの面で多くの成果を

挙げている｡例えば,日本国有鉄道で

は,新幹線開山開業時に第1期の新

幹線運転管理システム(コムトラック)

が導入され,さらに昭和50年3月の博

多開業に合わせ,HITAC84502台,

HIDIC 700 3台から成る第2期のシス

テムを完成した｡また,ほぼ時を同じ

くして,｢みどりの窓口+MARS(マル

ス)では,機能拡大とともに石義気ドラム

にコ【ド化されて記憶されている音声

を編集して出力する音声応答装置を利

用した,プッシュホン電話によるJ車席

予約サ【ビスも開始された｡

札幌市交通局では,昭和46年南北線

開業時,鉄道業務総合システムの導入

によって大きな効果を挙げた｡更に本

年6月開業予定の東西線においては,

自動運転システム,対列車情報伝送シ

ステム及び売上げデータ自動収集シス
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テムを新たに採用するなど,全面的に

機能が拡朝長されることとなっている｡

これらのシステムで開発された技術

は,今後新設される地下鉄をはじめ,

多くの鉄道業務に利用されることが期

待されてし､る｡

広域交通設備の集中遠方監視制

御システム

交通関係の設備は広士或に散在するが,

統括する設備が拡大するにつれて,利

子卸内容は複雑,且つ高J空になってきて

いる｡

例えば,日本道路公団納め広J或交通

管制の中央集中監視F別御システム(図
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図18 日本道路公団福岡管理局制御システム
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柑)は,1対Ⅳ方士℃遠方制御装置ス”

パーロール440Cと制御用電子計算機

HIDIC 350で構成しており,中国自動

車道と九州日動車道(全長250kIⅥに及ぶ)

高速道路上の道路標識を太宰肘から集

中制御する｡一一‾万,帝都高速度‾交通営

団納め電ブJ管理システムは,都内の多

数の地下鉄用直流変電所を1対1方式

遠方制御装置スーパーロール140Cと

HIDIC 350によI)集中制御する｡

従来の手動運転主体のシステムでは,

運転員の適応性,持永別生,正確件など,

あらゆる点でゆきづまり,操作惟向_L

のうえからも,電子計算機を活用した

システムがますます上円力Uする傾向に

ある｡
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国鉄コンテナ クーミナノレのシス

テム計画

【l本【‾Rl有鉄道(以下,1甘鉄と略す)で

は1号王物輸送のjせ代化を目的として,コ

ンテナによる協同-･どi▼輸送のためのコ

ンテナ取放い駅の建1没を進めており,

その一一土器として,このたびR_ウニ裂き作J叶

は東京･人井のi号∠物タ【ミナルに高度

に口重力化されたコンテナ ク レ【ンを

3千言納人Lた｡更に国鉄では,今後ク

レーンを州設するとともに,ターミナ

ルに′屯†一計算機をや入Lて,クレーン

の群管玉里,コンテナの管王里ノ女びトラッ

クの誘2尊を含めたシステムとLてらこ成

させる請十軒lを二仁てている｡

このシステム計酔‥二当たり,荷役処

珊機能を.評価するため,シミュレーーシ

ョ ンを子fない,システムの効率ドり__卜を

目的として,設備のレイア｢7卜及び速

け】方ノ〔につき検言寸し,異常時への村木し
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図20 機械振興協会納め店舗省力イヒシステム
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も考▲臆くLてシステムの克之過化をイナな′-ノ

た｡二のようにシステム引･両枯淡によ

りシステムグ)克之適化を】※】ることは,他

のシステム産業(＼グ)アブロー｢チにも 卜

分応Jl‾Jできる(図19).

スー′ヾ-マーケットにおける店

舗省力イヒシステム

本システムは紡機械促進車某の-･つ

として機寸城振興協会に昭和50年4り28

rlに納人し,血ちにオ【ケー一株⊥じ会引二

凹分寺J.主=二おいて実験用とLて試用さ

れている｡

67千丁の【`1軌眼り!こ機とHITAClOシス

テムを接続し,3,0001i‾7一日の商rFJ】を放

えるようになっており,レジスター繁

員などの吊ブJ化,売卜集.il▲管理の高能

率化,ノ己場スぺ--スの効や向卜,硬三に

は買ま物†存へのサービスとしてレジスタ

軸

そ湧

図19 匡ほ失コン

テナ ターミナ

ルにおける作業

の流れ

‥待ちH-､帥i]の帥;純などを主なR的とL

て;料発さ･れたものである(図20)(+

このよう乙･システムで､実ド祭に道川

きれているのは一世界でも二拉初のもので

あり,ノ今後のJ.1欄iのあり方をホすもの

である｡

買物千川則ま人[_】でIDカードを′受け

耽り,二のカー,ドを†小‾書ヲし買いたい商

-≒～Ⅰを11車わ販売機から収り糾し,拉後に
買q勿が終わるとこのカ〉｢ドをレジスタ

グ)カード リーダにセ､ソトするだけでレ

ンー¶卜が発行され,精算が行なえる｡

レジスタは3行/秒の処理述J空でレシ

ートを発行できるため,従来の約3イた

〝)適性で精算処理を行なっている(〕

なお,二のシステムはji‾tに商11‾r∫の敗

ノ己形態を変えただけでなく,ニ将司ミほ什

人れ業務,商.Ti1.流L過機椛放び日米形態

をも含めたトータル システムと Lて,

更にぢ▲Ⅰ鼓されるものである｡
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